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町長コラム/まちのお知らせ

　
こ
の
秋
、
私
た
ち
は
町
民
の
皆
さ
ん
と

膝
を
突
き
合
わ
せ
、
江
府
町
の
未
来
に
つ

い
て
語
り
合
う
貴
重
な
機
会
を
設
け
ま
し

た
。
10
月
と
11
月
の
二
度
、
愛
ベ
ル
こ
う

ふ
で
開
催
し
た
「
町
の
み
ら
い
対
話
の

会
」
に
は
、
延
べ
約
40
名
の
皆
さ
ん
が
ご

参
加
く
だ
さ
り
、
活
発
な
意
見
交
換
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

「
担
い
手
確
保
」
「
集
落
維
持
」
「
移
住

定
住
」
「
教
育
」
な
ど
、
町
の
根
幹
に
関

わ
る
テ
ー
マ
ご
と
に
テ
ー
ブ
ル
を
囲
み
、

前
半
・
後
半
で
席
替
え
を
す
る
こ
と
で
、

普
段
接
点
の
な
い
方
々
と
の
対
話
が
生
ま

れ
ま
し
た
。
初
対
面
同
士
だ
か
ら
こ
そ
生

ま
れ
る
新
鮮
な
気
づ
き
や
、
自
分
の
考
え

を
言
葉
に
す
る
こ
と
で
明
確
に
な
る
展
望

が
あ
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
町
が
一
方

的
に
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
す
の
で
は
な
く
、
町

民
一
人
ひ
と
り
が
「
自
分
ご
と
」
と
し
て

町
の
未
来
を
語
り
、
築
い
て
い
く
。
ま
さ

に
、
こ
の
対
話
の
積
み
重
ね
こ
そ
が
、
私

た
ち
の
目
指
す
10
年
後
の
江
府
町
の
羅
針

盤
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
時
を
同
じ
く
し
て
、
江
尾
駅
前

地
区
の
「
ま
ち
の
本
屋
」
事
業
や
、
佐
川

地
区
の
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
パ
ー
ク
」
整

備
と
い
っ
た
、
具
体
的
な
開
発
計
画
に
つ

い
て
の
住
民
説
明
会
も
開
催
し
ま
し
た
。

こ
ち
ら
も
両
日
で
約
40
名
の
ご
参
加
を
い

た
だ
き
、
ス
ラ
イ
ド
や
模
型
、
動
画
を
用

い
た
説
明
を
通
じ
て
、
町
の
変
化
の
イ
メ

ー
ジ
を
共
有
で
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
場
を
支
え
た
の
は
、
若
手
職

員
の
熱
意
で
す
。
対
話
会
で
は
、
彼
ら
が

進
行
役
、
ま
と
め
役
と
し
て
テ
ー
ブ
ル
を

リ
ー
ド
し
、
説
明
会
で
は
、
内
容
を
咀
嚼

し
、
聞
き
手
に
伝
わ
る
よ
う
真
摯
に
説
明

す
る
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

「
最
近
の
職
員
は
顔
と
名
前
が
わ
か
ら
な

い
」
と
い
う
声
も
耳
に
し
ま
す
。
だ
か
ら

こ
そ
、
ぜ
ひ
こ
う
し
た
対
話
の
場
に
お
越

し
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
。
激
動
の
時
代

に
お
い
て
、
「
そ
ん
な
の
聴
い
て
い
な

い
」
と
受
け
身
に
な
る
の
で
は
な
く
、
自

ら
情
報
を
つ
か
み
、
対
話
に
参
加
す
る
と

い
う
主
体
的
な
姿
勢
が
、
私
た
ち
の
住
む

江
府
町
を
よ
り
良
く
す
る
原
動
力
と
な
り

ま
す
。

　
さ
あ
、
皆
さ
ん
の
声
と
若
手
の
情
熱
が

融
合
し
、
豊
か
な
未
来
が
拓
か
れ
て
い
き

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
共
に
、
江
府
町
の
未

来
を
創
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

｢

不
易
流
行｣

ふ    

え
き   

り
ゅ
う 

こ
う

〜
よ
き
伝
統
を
守
り
な
が
ら（
不
易
）

     

進
歩
に
目
を
閉
ざ
さ
な
い
こ
と（
流
行
）に
よ
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

「
理
想
」を
創
造
す
る
〜

これまでのコラムはこちら！

これまでのコラム
は二次元コードを
読み取ることでご
覧いただけます。

白石町長コラムVol.110
住
民
参
画
で
町
の
未
来
を

○消費生活相談員による相談窓口
　令和8年1月21日（水）午前9時～午後4時（毎月第3水曜日）
　場所：江府町役場本庁舎1階相談室
　※日野郡3町は、第1～第3水曜日に輪番で相談員が対応します。   　　
○通常の相談窓口　
　平日：江府町役場住民生活課 (電話：0859-75-3223)
　土日：消費者ホットライン「188」（案内に従い、お住まいの郵便番号を押すとお近くの相談窓口につながります）

高齢者の家庭内事故
～約半数が「転倒・転落」　転倒を防ぐには～
　　　　　　　（国民生活センター医療機関ネットワーク事業情報より）

【消費者ホットライン】
局番なしのいやや 188

①高齢者の家庭内事故の約半数が「転倒・転落」です。
②７５歳以上は「窒息」の事故が増えています。
③事故の約 3割が骨折や頭蓋内損傷など、長期治療を要する症状でした。

●転倒防止の身体的対策：筋力の衰えを自覚して、自治体の「転倒予防教室」などでバランス能
　力を養いましょう。
　転倒防止の生活環境対策：転倒の要因として、室内や戸口の段差、すべりやすい床、
　つまずきやすい敷物、履物、電気器具のコード類、　暗い照明などがあげられます。
※目に見える対策がとりやすいため、身のまわりをチェックし、整理整頓をしておき
　ましょう。
● 餅の窒息対策：餅は小さく切ってよくかんで食べましょう。

気をつけよう　
消費者トラブル

事故概要

アドバイス


